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姉
妹
・
友
好
都
市
の
祭
り

川
越
ま
つ
り
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
祭
り
が
あ
る
川
越
。
そ
し
て

姉
妹
・
友
好
都
市
で
も
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
姉
妹
・
友
好
都
市
の
祭
り
の
一
つ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

四
月
中
旬
、
桜
の
名
所
の
亀か

め

ケが

城
じ
ょ
う

公
園
（
棚
倉
城
跡
）
を
会
場

に
、「
お
国
替
え
籠か

ご

競
争
」「
餅も

ち

つ
ぶ
て
御
前
試
合
」
な
ど
、
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

川
越
か
ら
は
、「
川
越
藩
行
列

保
存
会
」
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

小
学
生
の
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド
と
共

に
武
者
行
列
を
行
い
、
本
会
場
で

は
「
松
平
周
防
守

す
お
う
の
か
み

御お

郷さ
と

帰
り
イ
ベ

ン
ト
」
を
披
露
し
ま
す
。

十
万
石
棚
倉
城
ま
つ
り

棚た
な

倉ぐ
ら

町ま
ち

（
福
島
県
）

八は
ち

幡ま
ん

神
社
の
氏
子
で
あ
る
町
衆

が
、
九
月
の
第
三
土
曜
日
と
日
曜

日
に
繰
り
広
げ
る
若
狭
地
方
最
大

の
秋
祭
り
。
三
百
年
以
上
の
歴
史

を
誇
り
、「
神み

輿こ
し

」「
山
車
」「
神
楽
」

「
大
太
鼓
」「
獅し

子し

」
の
五
種
類
の

出
し
物
が
特
徴
で
す
。
芸
や
囃
子

を
披
露
し
な
が
ら
巡
行
し
ま
す
。

笛
や
太
鼓
、
か
ね
の
音
が
秋
風

に
流
れ
、
小
浜
の
ま
ち
は
み
や
び

な
祭
り
一
色
に
染
ま
り
ま
す
。

放ほ
う

生ぜ

祭

小お

浜ば
ま

市

昭
和
五
十
年
代
か
ら
取
り
組
ん

で
き
た
「
花
の
む
ら
づ
く
り
」
を

ア
ピ
ー
ル
し
、「
花
づ
く
り
の
輪
」

を
広
げ
る
た
め
、
毎
年
七
月
二
十

日
か
ら
八
月
十
日
ま
で
開
催
。

村
内
の
個
人
宅
や
企
業
・
団
体

か
ら
募
集
し
た
自
慢
の
花
壇
を
、

自
由
に
鑑
賞
で
き
ま
す
。
期
間
中

は
「
道
の
駅
な
か
さ
つ
な
い
」
に

設
け
ら
れ
た
総
合
案
内
所
で
、
花

め
ぐ
り
マ
ッ
プ
を
配
布
し
ま
す
。

中
札
内
花
フ
ェ
ス
タ

中な
か

札さ
つ

内な
い

村む
ら

（
北
海
道
）

最
も
さ
わ
や
か
な
時
期
で
あ
る

七
月
に
開
催
さ
れ
、
毎
年
一
万
人

の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
国
内
外
か
ら
合
唱
団

や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
招
待
さ
れ
、

街
角
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
す
。

夜
に
な
る
と
、
演
奏
者
と
共
に
見

物
を
し
て
い
る
人
も
サ
ン
・
ラ
ザ

ー
ル
大
聖
堂
ま
で
行
進
し
ま
す
。

今
や
風
物
詩
と
し
て
、
オ
ー
タ
ン

市
民
の
誇
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

モ
ル
バ
ン
音
楽
祭

オ
ー
タ
ン
市（
フ
ラ
ン
ス
）

百
四
十
年
の
歴
史
が
あ
り
、
オ

レ
ゴ
ン
州
の
農
産
物
や
特
産
品
が

一
堂
に
集
ま
り
、
移
動
遊
園
地
も

や
っ
て
来
ま
す
。

こ
と
し
は
八
月
二
十
五
日
か
ら

九
月
四
日
ま
で
、
市
の
中
心
か
ら

車
で
十
分
ほ
ど
の
「
フ
ェ
ア
・
グ

ラ
ウ
ン
ド
」
で
開
催
。
ジ
ャ
ズ
コ

ン
サ
ー
ト
・
展
覧
会
・
手
工
芸
品

の
品
評
会
な
ど
も
行
わ
れ
、
四
十

万
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

オ
レ
ゴ
ン
・
ス
テ
ー
ト
・
フ
ェ
ア

セ
ー
レ
ム
市
（
米
国
）

同
市
最
大
の
祭
り
で
、
毎
年
七

月
の
第
二
土
曜
日
と
日
曜
日
に
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
関
係
の
百
三
十
も

の
団
体
が
参
加
。
い
ろ
い
ろ
な
料

理
や
各
国
の
特
産
品
を
楽
し
み

に
、
約
五
万
人
が
訪
れ
ま
す
。

祭
り
の
中
心
の
「
ビ
ュ
ー
ズ
ィ

ン
グ
宮
殿
」
に
は
ス
テ
ー
ジ
が
設

け
ら
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
・
歌
・
ダ
ン

ス
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど

が
披
露
さ
れ
ま
す
。

マ
イ
ン
川
祭
り

オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
市
（
ド
イ
ツ
）
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川越市の面積は109.16椙

まちのできごと 109
ト ー ク

パレット
環境問題と国際化をテーマにアースデイ
環境問題について考え、国際理解を深めることを目的に、10月

１日、「アースデイ・イン・川越2006」が開催されました。市内

の市民団体・大学・企業など30団体以上が、会場の

鏡山酒造跡地に集まり、展示やステージ発表などを

行いました。「同じ地球人として、きれいな水と空気

を残していくための取り組みが広がってほしいです

ね」と実行委員長の鎌
かま

田
た

政
まさ

稔
とし

さん（66歳・菅
すが

原
わら

町
ちょう

）。

飲酒運転を許さない！　芳野地区の取り組み
飲酒運転を撲滅するため、地域全体で立ち上がった芳

よし

野
の

地区。

10月29日、芳野支会（北
ほう

條
じょう

一
かず

雄
お

支会長）を中心に同地区の全

団体が協力して、農業ふれあいセンターに650人を迎え「芳野

地区飲酒運転撲滅大会」が開催されました。川越警察署の講

演・映画上映や、小学生の代表が「大人へのお願い」を朗読し

たあと、参加者全員で「飲酒運転は決して許さない」をスロー

ガンとする「芳野地区飲酒運転撲滅宣言」を行いました。

ご当地ナンバーの皆さんが出店、ことしのさんぱく
10月21日・22日、川越運動公園で行われた「川越産業博覧会」。

ことしは「川越ナンバー」の導入を記念して、同じくご当地ナ

ンバーを取得した「伊豆ナンバー」の三
み

島
しま

市、「那須

ナンバー」の那
な

須
す

町
まち

（栃木県）、「川越ナンバー」から、

鶴
つる

ケ
が

島
しま

市と越
お

生
ごせ

町
まち

が参加しました。来場した皆さんは

名産品を購入したり、試食したり……。さまざまなコ

ーナーでの催しに、秋の１日を楽しんでいました。

子どもたちが丸太切り体験

重さは、ピッタリかな？重さは、ピッタリかな？重さは、ピッタリかな？

民族衣装のファッションショー民族衣装のファッションショー民族衣装のファッションショー

ステージでは、ご当地ナンバーの自治体の
皆さんが観光と特産品の紹介を行いました

永
冨
さ
ん
は
、
小
学
生
か
ら
成
人
ま
で
、
毛
筆
の
部
で

八
千
点
以
上
の
応
募
が
あ
っ
た
「
高
円
宮

た
か
ま
ど
の
み
や

杯
」
書
写
書
道

大
展
覧
会
で
、「
内
閣
総
理
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「
高
校
生
活
最
後
の
年
に
、
栄
誉
あ
る
賞
を
受
賞
で
き

て
う
れ
し
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
す
永
冨
さ
ん
。

書
道
は
、
小
学
校
三
年
生
か
ら
、
両
親
の
勧
め
で
始
め

ま
し
た
。
現
在
は
、
週
五
日
、
放
課
後
に
練
習
を
し
て
い

ま
す
。
書
道
の
魅
力
は
、
墨
の
香
り
の
中
で
書
い
て
い
る

と
気
持
ち
が
落
ち
着
く
と
こ
ろ
だ
そ
う
で
す
。

応
募
に
際
し
て
選
ん
だ
字
は
、
中
国
の
古
典
か
ら

「
衆
生
咸
蒙
斯
福

し
ゅ
じ
ょ
う
み
な
こ
の
ふ
く
を
こ
う
む
ら
ん
こ
と
を」。「
こ
の
字
は
、
高
校
の
書
道
部
に

入
部
し
て
か
ら
書
き
続
け
て
い
ま
す
。
字
の
形
が
好
き
な

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
書
い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」。また

、「
地
域
の
お
姉
さ
ん
」
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち

と
遊
ん
だ
り
面
倒
を
見
た
り
す
る
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
よ
き

相
談
相
手
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

来
年
か
ら
は
、
大

学
生
。
こ
れ
か
ら
も

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど

で
、
書
道
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

永な
が

冨と
み

な
み
子こ

さ
ん
（
18
歳
・
小お

ケが

谷や

）

人

川

越

30

賞状を手に笑顔の永富さん賞状を手に笑顔の永富さん賞状を手に笑顔の永富さん

宣言書を手に、地域代表
の皆さん（上）
芳野地区に住む１割以上
の皆さんが集合。飲酒運
転撲滅に対する、意気込
みを感じました（右）


